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竹元博幸 (京都大 ･霊長研 ･人規進化モデル研究センター)
中央アフリカ地域のチンパンジーは掘り棒を用いてシロアリを採食することが知られている.しか
し直接観察が難しいため,掘り樺の形状の変異やその製作方法,使用方法,道具としての分類がいまだ
はっきりしていない.2000年2月･3月に赤道ギニア,2003年2月･3月にカメルーンで,野生チンパン
ジーの房付き掘り棒の製作と使用方法についての調査を行った.また,実際に樹木を折り取る実験も行
った.これらの結果と霊草類研究所の野外施設,展示資料室に保管されている房付き掘り棒 (カメルー
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